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4 二占 | ステムを構築した。
カナ読みデータか5の
ローマ字自動発生
@ 
紀伊国屋書屈の
データベースかS
データを流用する
仕組み
|日WINEで、は日本語図書に関してローマ字データを入力していなかったが、外国からのアク
セスも考躍し、新WINEシステムでは漢字仮名混じり表記デー夕、カナ読みデータに加えて、ロー
マ字読みデータの3種のデータを持つことにした。日本語のローマ字化については、訓令式とヘ
ボン式の2つの選択肢があった。JAPANMARCでは訓令式でローマ字がデータ入力されて
おり、こちらが日本においては「正当」なローマ字化方法ではあるが、本学ではヘボン式を選択
した。マスコミなどで、使われる日本語データのローマ字化はヘボン式で、あり、利用者になじみや
すいと思われることと、欧米で、日本語を表示する際もヘボン式で、あることなどが選択理由で、ある。
|日WINEから新WINEシステムへの移行分については、パッチ処理によりローマ字を生成し
てデータ追加し、新WINEシステム上で、新規作成するデータについては、作業途中でカナ読み
データを元に自動的にローマ字データを生成する仕組みを新システムに組み込んだ形で開発
した。実際には、新聞記事へのカナ読みデータ付ー与プログ、ラム等で、実績がある(株)平和情報セ
ンターのHAPPINESSというシステムを利用し、それにローマ字を派生する仕組みを追加する
形で、あった。できあがった機能としては、書誌データ作成途中で、漢字仮名混じりデータから、一
気に分かちされたカナ読みデータおよび、ローマ字読みデータを生成する仕組みも備えてし、る。
本学側にMARC形式のデータを保持できる簡易DBを作成し、そこへ紀伊国屋書庖で作成
されたKN MARCを1日おきに追加する仕組みを開発した。簡易DBに追加する過程では、
KNMARCをUSMARC型に変換し、ヨミデータからローマ字データを発生・追加する仕組みも
備えている。新システムで書誌データを作成する際は、その簡易DB上のデータをWindowsの
カット&ペースト機能により流用することになる。
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4 
開発の体制
18 
ハードウェアの更新が契約で'1998年秋に予定されていたことから、図書館システムの更新も
それにあわせて実現すべきことは既定の方針となっていた。それにむけての準備は早々に開
始していたので、あるが、好余曲折もあり、INNOPACの採用が決まった時には、システム稼勤予
定まで
ムの各種設定項目の定義、各業務レベルでのシステム理解の促進と業務処理フローの検討(し
ばしば、運用面の見直しを伴う)、日本語マニュアルの作成、研修、広報、また他方では、旧
WINEが蓄積してきたデータ(書誌、所蔵、利用者、貸出の各情報)のINNOPACへの円滑な
移行などの課題に直面した。
本学における次期図書館システムの開発は、メテ・ィアネットワークセンター(MNC)が主管箇
所として予算と全体の進捗を調整したが、システムを直接利用する立場として、図書館が全面
的に関わったことはいうまで、もない。上述の作業を進めるにあたっては、MNCと学術情報謀の
担当スタッフとともに、多数の図書館員が業務別ワーキンググ、ループのメンバーとして、あるいは
直接間接の協力者としてこれに加わった。
プロジ‘ェクトのパートナーとしての日本IBM社も、INNOPAC導入が決定されてから、新たな
陣容による早大サポート体制を組んだ。その範囲はハードウェアに関わる問題から、INNO・
PACの詳細についての調査、日本語化開発、データの検証、システムフローの検討、マニュアル化、
Innovative社との連絡など、あらゆる面にわたった。
開発の他方の当事者は、Innovative杜で、ある。同社は、ソフトウェアのインストール、テスト環
境の提供、本学の要望にそった設定値のシステムへの反映、移行データのロード、各業務シス
テムの研修会の実施など、通常の新規ユーザに対して行う作業とともに、前述の日本語化に伴
うソフトウェア開発を行った。これらの作業は、研修会への講師の来日派遣を除き、すべて米国
で行われた。日米間でやりとりをして進めるべき課題は多数あったが、それらは主としてe-mail
でなされた。Innovative社に日本語を解するスタッフがいないこともあり、日本語化開発で日本
IBM社から社員が派遣された時期を除いては、コミユニケ}シヨンはすベて英語で
Innovative社は方針針.として、プログラムのソ一ス.コ一ドを一切公開していなUいミ、。プログラムの
更新や、早大サイトのシステム設定や変更でユーザが関与できない処理はすべて、米国からの
遠隔操作でなされている。また、完成された製品を提供するという立場を堅持し、個別の機能
変更要求は受け付けず、同社が認めた変更は製品自体のパージ、ヨン・アップに際して実現され
ることになる。これは、本学におけるシステムの「カストマイズJをしばしば行ってきたl日WINEと
はまったく異なる。ユーザーの要望がただちに反映されない点は窮屈にも思えるが、システム導
入の過程で、は、プロジ、エクトの目的を限定する意義を有したともいえる。システム開発においてし
ばしば問題となる要件定義の変更にともなう混乱といった事態を、避けることができたからで、ある。
また、独自のシステム改変ができないということは逆に、システムのパージ、ヨン・アップ(ユーザ数
が多ければ多いほど、一般にその信頼性は高まる)がなされた時にはその成果を享受すればよい。
新WINEの構築にあたって、早大独自のものを作り込まないという当初からの方針が維持され
たことになる。
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システムの導入、
研修、運用
システム・
プロファイルの設定
@ 
TestPAC検証
システム研修
~‘ 
INNOPAC 
Users Manual 
e 
Innovative社の
体制
システムを安定的に運用するためには、ユーザ、が製品についての正確な知識を持ち、システム
の立ち上げに必要な初期設定等を適切に行い、処理の流れに習熟することが必要である。こ
れはユーザの責務であるとともに、システム提供者側にも、そのために必要な情報提供や支援
が求められる。1NNOPACvこついては、1nnovative社が標準的なサポート方、法をすで、に確立し
ており、本学への導入に際しでもそれが適用された。次のようなサポートがあった。
多岐にわたる初期設定対象項目の中でもとりわけ目録データ関係部分は、書誌所蔵にかか
わる微細な諸項目を1NNOPAC上の項目とどのように関連づけるかという作業を伴う。その決
定は、図書館システムの根幹といえる索引化の成否に直結する重要事項である。
1nnovative社の担当スタッフが本学を訪れ、この点を中心としてシステムの初期設定(プロフ
ァイリング)の仕方についての指導があった('98年7月)。
上記の指導を経てユーザが決めたフ。ロファイルの内容は、実際のシステムの中で適正に動
作するか否かを点検する必要がある。そのためのテスト環境 (TestPACと命名されている)が
1nnovative社によってインストールされた後、その環境における検証作業についてのトレーニン
グが行われた ('98年9月)。検証作業の結果によりプロファイルに必要な修正を加えた後に、旧シ
ステムからのデータ移行が実施された。
1NNOPACの各業務システム (目録、蔵書管理、1LL、収書、雑誌)ならびにシステム管理 (デ
ータのロード、パックアッフ。等)の研修が順次行われた ('98年9-11月)。
1NNOPACのマニュアjレ(英文)は、CD-ROMで提供されている。印刷すると2，000ページを
超える分量になる。早大およびIBM社のスタッフはそれぞ、れの担当部分を読むとともに、実際の
システム動作を確認したうえで、操作フローの日本語化等を行った。'98年1月にハードを入れ
替えたことにともない、図書館員の業務用PCにこのマニュアルをインストールし、館員は必要に
応じてこれを参照している。
1NNOPACの新規導入にあたっては、ソフトウェアのインストールや移行データのロード、ある
いは上述したフ。ロファイリングや研修などに1nnovative社が担当者を割り当てて対応した。日
本語化開発は特別のプロジ、エクトが同社内に設けられた。早大側からの質問やリクエストは課
題ご、とに宛先を変えてE-mail送信した。これはいわばシステム立ち上げに伴うサポート体制で
あった0'9年4月からは、新規に発生する問題はその内容の如何によらず、すべて1nnovative
社のHelpdeskに連絡することになった。受付は常時行われ、緊急の場合 (システムダウン等)
は電話連絡にも対応する。
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8業務について
目録作成
蔵書管理
発注・受入
逐次刊行物管理
旧システムとはまったくといっていいほとや仕組みの違う、MARCTAGを意識した目録入力作
業となることについて業務レベルでの混乱を心配したが、書誌ユーティリティーOCLCのデータ
を流用した洋書データの優れた入力方法と、前述したINNOPAC日本語版開発に付随した機
能の開発・運用による和書の入力方、法、および、入力マニュアル準備とにより、スムーズに業務移
行ができた。
ただし、システム移行に伴い目録データの不統一性が顕在化し、今後統ーをとったデータと
すべく作業を行う課題が残った。また典拠データの管理方法が|日WINEシステムと全く違った
仕組みであり、今後検索上の便宜を図るためにも日々登録されるデータの調整管理作業を行う
体制づくりも今後の課題となっている。
当初より、蔵書管理機能に関してはどのシステムも性能に大差がなく、図書館システムの中で
貸出返却機能は既に「落ち着いているjという認識にあった。ただ一つだけ懸念されたのは、シ
ステムの応答スピードである。200万を超える所蔵データを蓄積し、旧システムが維持していたレ
スポンスを保証できるかどうかが懸念されたが、運用後、旧システムに比べて遜色ないスピード
で処理されており安堵している。
これまで、のDOBIS羽TINEシステムは「館の集まり」という概念が大きくあったが、INNOPAC
においてはその作りから自然と「早稲田全体」という視点に立たされる。館毎での貸出/罰則ル
ールの差異、各館毎に分かれている利用者デー夕、なと守利用者にとって決して分かり易い状態
にあるとは言えない。今後の課題として、利用者の利便性向上及び、他館返却/貸出等の新規
サービ、ス導入を容易にするためにも今後すっきりとした形に見直すことが必要であろう。
旧WINEでも、システムによる発注・受入処理は行われていたが、処理の仕方が煩雑である
などの問題があり、広く用いられるには至らなかった。INNOPACの当該機能はそれに比して
はるかにすぐれているので、発注・受入システムの適用範囲を拡大する方向で準備し、それが
実現した。システムの目的としては、発注情報の共有によって収書効率を高めることを第一義とし、
本学ではすでに財務システムが学内で稼動していることから、会計管理面には重点を置かな
かった。
発注・受入と同様に、 |日WINEの中で、全面的な稼動を実現できなかった逐次刊行物の処理
もまた、INNOPAC導入によって適用範囲の拡大が実現されつつある。新着号の受入処理(チ
ェックイン)にかかわる業務(受入の記録、未着管理、督促、製本等)や、雑誌の図書館所蔵に
関わる情報提供が、これまで、とは違って容易に処理できるようになっている。
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ネットワーク環境
1¥ードウエア環境
ネットワーク環境
図書館システムのハードウェアは、当初検討・開発していた日本IBM社のLibVisionをベース
としたシステム、および、今後増大するであろう全文・画像情報等の巨大なデータに十全に対応
することを前提とした機器から構成されている。先に述べた事由により、LibVisionを基にしたシ
ステムは稼動するに至らなかったが、これは、IBMのUNIX(AIX)をオペレーションシステムとす
るデータベースサーバ、アプリケーションサーバ、そしてユーザのPC等には特別なソフトウェアを
必要としない構成で、あった。メインフレーム上で稼動していた以前のWINE(DOBIS/LIBIS)
の応答速度を下回らない、という図書館員から強い要望があった要件から、データベースサー
バにはIBMの並列処理型マルチノード・ワークステーション9076-309(IBMSP)、アプリケーション
サーバには7025-F50複数台を内部ATMスイッチで、接続した構成とし、マルチノードのデータベ
ースサーバは、リレーショナル・データベースを使った業務用データベースサーバ、高速な全文
検索エンジ、ンを使った検索用データベースサーバを含んで、しミた。
INNOPACシステムはリレーショナjレ・データベースを基にしたシステムと比較した場合、遥か
に小さなコンピュータ資源で運転することが可能で、ある。このため、現在のWINE本体は、前述
したデータベースサーバ中の1つのノードのみで稼動している。ちなみに、データベースサーバ
の他のノードは、業務参照用データベースや様々なデータを蓄積するファイルサーノ〈として利用
している。また、メインフレームでは必須だった月に一度の定期点検やデータベース再編の必要
が無いため、基本的には24時間I年中稼動となっている。
WINEが稼動しているIBMSPのノードは、直接、大学の研究教育用基幹ネットワークに
100MのEther-SWを介して接続している。メインフレームで稼動していた|日WINEは、基本的
に大学内部だ、けの業務用ネットワークに接続していた。インターネット経由で、のアクセスを可能と
するために専用のプロトコル変換器は装備していたが、業務用アフ。リケーションとは切り離した
セキュリティを配慮した構成で、あった。しかし、書誌情報から様々な外部の情報に直接リンクが
張られる、Innovative杜のメンテナンスがインターネット経由で、行われる、世界中で700に近い図
書館での実績がある、等々から直接インターネットに接続する研究教育用ネットワークに接続す
ることにした。これに伴い、図書館員の業務用PCもインターネットに直接繋がることになった。館
員の情報収集の利便性は飛躍的に向上したと思われる。しかし、学内の事務用ネットワークに
はアクセス不可能なため、一人につき二台のPCを原則的に配置することになってしまった。
図書館に来館した利用者はもとより、インターネットに接続しWWWフゃラウザがある環境を持
てば、誰でも自由にWINEへのアクセスが可能となっている。しかし、図書館内に設置した多く
のPCに関しては、羽TINE以外の外部の情報にアクセスしPCを長時間占有したり、ネットワーク
上のいたずらを未然に防ぐために、学外にアクセスで、きないようネットワークで、設定をしている。(図
書館内には、もちろん、学内の他の端末室と同じように利用者認証を経てインターネットに出るこ
とが可能な端末も設置している)
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現時点での
総合評価と
維の課題
暫定稼動が開始してから半年足らずであり、予定した機能で実現していないものもある現
状で、システムを総括するのは時機尚早であろう。しかし、WWW対応により、簡単な操作方法と、
検索結果からリンクで関連情報をたどるなどの諸機能の利用者への提供は、情報環境の進展
に応じたサービ、スの刷新であったと図書館では考えている。
図書館業務面についても、新WINEにおいて実現されたシステムの諸機能が、直接あるいは
間接にサービスの向上をもたらしていくことが期待される。
開発について述べるならば、現時点で、未実現項目の解決と、INNOPAC本体のパージ‘ョン・
アップに伴うパグの解消が、急を要する課題であることはいうまでもない。これについては、
Innovative社に繰り返し要求して対応を促しているところで、ある。しかし、半年足らずの聞に、
驚くべき進展があったことは強調に余りあるで、あろう。プロジ、エクトの推進にあたっては、MNC'
図書館学術情報課スタッフの関与はもとよりであるが、現場の図書館員多数の参加があり、そ
のことがシステムの大過なき更新に寄与したといえる。
今後の課題としては、新WINEのさらなる有効利用ということがある。既製品として提供され
ている諸機能をすべて稼動しているわけではないので、今後、必要度や業務への影響を検討
する必要がある。一方で、稼動ずみの諸機能についても、実際にどのように業務に当てはめる
かという点では選択肢がありうる。システムの動きから業務を見直し、場合によっては図書館の
運用方法を改めることが望ましい点もないとはいえない。そうした再検討を行うに際しては、あく
までも利用者サービスの向上という視点を基礎としなければならないであろう。
..:.L>ムム』鼠皐J~
， ...t~=--==-~~!:-、t官盟、益.=品
目…一一一~.町咽即日・ _"'Y""I叩._....目
国
"…一一-・a・0・・川..'・!~~宇笠~!'噛・40.._， ..一ー町・4町 九一一…，.，..一.・1・一'一…..._
開発年表 1996年11月 MNCおよび、図書館の管理職メンバーによる「新図書館システム委員会jを設
1997年9月
1998年3月
1998年3月
1998年4月
1998年5月
1998年7月
置し、その下に各業務別のワーキング、ク'ループを設置する。
日本IBM社のLibVisionパージ、ヨン・アッフ。版を想定した次期図書館システム
構築計画および契約が理事会にて承認される。
想定していたLibVisionパージ、ヨン・アッフ。版では本学の機能要件が満たされ
ないことが判明し、以後日本IBM社を開発パートナーと位置付けた他システム
(INNOPAC)の導入を模索することになる。
INNOPACの中国語環境で運用している香港中文大学図書館を視察。
Innovative社の上級副社長StephenSilberstein氏が来館、INNOPACシ
ステムの説明会および質疑応答を行う。
次期図書館システム委員会において、INNOPAC日本語版をもって本学の次
期図書館システムとすることが承認される。
その後米国サンフランシスコのInnovative社に赴き、INNOPAC日本語版開
発に関する具体的な可能性について討議する。
本学が要求する日本語版開発仕様を条件に盛り込んだINNOPACシステム
の導入について、Innovative社、日本IBM社との三者間の契約を行う
1998年7月 Worksheet(各種設定テーフゃル)と50.000件のテストデータをInnovative社へ
送付する。
1998年10月 1998年9月25日までに作成された書誌・所蔵データを次期システムへ移行する。
(書誌件数:1.349.614所蔵件数:2.549.435)
1998年10月末 利用者データなど残りのデータを次期システムへ移行
-11月4日 図書館・図書室の端末を全面的に刷新する。
1998年11月5日 目録、蔵書管理、利用者検索機能をもって、利用者へのサービスを開始する。
以後、ヲ|き続き、1999年4月の全面稼働を期して主として日本語処理に関わる
作業を続ける。
